
大
川
同
年
六
間
二
十
一
日
第
三
掴
鋤
慣
伯
E
可
ハ
毎
回
一
一
間
一
周
回
行
》

論

柵

輔

援

足
利
時
代
の
通
商
貿
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・

家
屋
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表
定
運
賃
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論

英
同
労
働
黛
の
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政
方
針

抱
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m

h
v

ぱ
い
の
政
策
論
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概
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露
両
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拡
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政
攻
革
さ
そ
の
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果
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領
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擁
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雑

録

領
主
擁
護
の
農
民
騒
動

都
二
十
三
容

。

(
路
大
腕
一
一
三
一
)

れ
ば
、
特
定
の
地
主
に
謝
す
る
闘
争
己
し
て
現
は
れ
て

ゐ
る
げ
れ
ど
も
、
を
の
根
祇
を
流
札
て
居
る
精
神
に
至

一つ

τは
、
徳
川
時
代
の
一
白
娃
一
挟
正
本
質
的
仁
巣
っ
た

一
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
徳
川
時
代
の
百
姓
一
授
は
本
質
上
局
部

↑
的
で
あ
る
計
ち
で
な
〈
、
亦
地
域
的
に
児
る
も
局
部
的

一
で
ゐ
る
o

特
定
の
塑
土
砂
支
配
す
る
地
域
内
に
於

τ
の

B
川

し

}

は

Tω
農
民
騒
動
が
頻
繁
に
後
生
し
一
み
一
苦
行
は
る
、
を
原
則
丘
[
花
。
併
L
乍
ら
特
定

.

l
〉
守

E
こ
特
有
り
も
の
は
、
封
建
的
耐
曾
組
一
側
主
に
到
す
る
反
抗
並
勤
が
田
平
に
是
の
領
内
山
み
仁
限

川
仏
間
刊
誌
腕
試
日
げ
一
い
れ
い
川
口
γ

刊はけ
MHuuu剖

τ金一

γ反
抗
運
一
加
、
的
ち
政
治
的
支
配
関
係
に
幸
、
一
排
出
せ
ん
ご

l
て
他
の
機
力
者
に
反
抗
す
る
が
如
き
場

J

E
一
撲
で
ゐ
る
;
ど
は
、
私
が
巴
に
本
誌
前
焼
に
於
一
も
費
生
し
た
c

之
は
蓋
L
常

時

リ

明

ぱ

村

山

い

E
地
べ
た
所
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
運
動
が
深
き
枇
一
ら
来
る
べ
き
必
然
日
裂
巣
で
あ
-

日
以
訴
は
い
い
れ
れ
ば
諮
問
削
一
昨
日
リ
純
一
山
一
一
一
間
一

を
存
し
な
い
。
之
い
そ

ω場
の
古
浦
一
久
は
加
へ
ら
れ
ん
一
制
度
正
名
付
ら
る
、
ょ
う

1

1

1
よ
(
、
号
車
l

い
ふ
が
如
、
き
消
極
的
局
一
会
な
る
獅
立
性
を
有
す
る
も
の
で
は
T

ぃ
山
川
一
一
河
川
け
ん
し
い

h
今
日
の
若
運
動
、
例
一
幕
府
Z
V
へ
る
中
央
政
府
の
支
配
に
属
し
て

b
t。
我

勺
ば
小
作
争
議
の
如
き
農
民
運
動
も
之
を
佃
別
的
仁
見
図
の
中
古
の
荘
園
制
度
、
地
方
分
権
一
的
封
建
制
度
や
欧

霧

言葉

領
主
擁
護
の
農
民
騒
動

E長

正

民主



洲
の
封
建
制
度
の
如
〈
大
土
地
私
有
に
基
(
政
治
上
経

済
上
の
獅
立
的
支
配
で
は
な
い
。
郎
も
徳
川
崎
代
の
大

小
名
は
大
土
地
を
花
有
す
る
が
潟
に
枇
命
闘
の
支
配
力
を

把
持
す
る
も
の
で
は
な
く
、
貨
は
一
定
地
域
に
於
り
る

公
法
的
支
配
確
を
幕
府
よ
り
賦
奥
せ
ら
れ
た
る
も
の
仁

過
ぎ
な
い
V
C

従
て
掛
同
時
の
農
民
謡
動
は

Mm則
正
し
て
直

接
に
領
主
に
謝
し
て
行
は
る
、
も
、
時
仁
は
館
主
よ
b

も
よ
り
高
き
支
配
者
郎
も
幕
府
仁
謝

L
て
析
は
る
‘
、
一
場

合
を
ル
出
品
r
F
る
を
得
ぬ
υ

-一

徳
川
時
代
に
於
て
は
被
支
記
階
級
が
武
士
階
級
に
劃

し
て
一
定
の
要
求
を
似
ひ
出
で
ん
ご
す
れ
ば
、
一
円
え
の

手
続
に
よ
h
村
役
人
の
手
を
経
て
、
所
詰
正
路
に
願
の

筋
を
申
出
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
併
し
乍
ら
民
意
の
上

達
U
極
め
て
困
難
で
あ

h
、
幾
度
訪
制
す
る
も
刷
り
筋

が
取
上
げ
ら
る
、
事
は
な
〈
、
途
中
的
役
人
共
仁
よ
っ

て
阻
止
せ
ら
れ

τし
ま
っ
た
場
合
が
甚

π多
か
っ
た
。

か
〈
の
如
〈
合
法
的
な
る
要
求
志
忠
の
畿
表
が
桓
否
せ

ら
る
、
に
於

τは
、
結
局
非
合
法
的
な
る
方
法
に
よ
る

の
外
は
な
か
っ
た
。
所
調
越
訴
な
る
も
の
之
れ
で
あ

雑

録

組
土
擁
臨
白
出
民
騒
動

る
o

越
訴
に
は
大
健
三
秘
ゐ
る
ピ
思
ふ
。
一
つ
は
自
己

の
領
内
に
於
て
そ
の
一
定
の
手
続
に
よ
h
町
酬
を
出
さ
す

し

τ，
館
主
又
は
大
山
日
に
底
訴
す
る
よ
E
で
あ
る
。
若

山
こ
は
肖
己
の
務
の
領
主
又
は
役
人
に
謝
し
て
願
は
す

L
て
.
隣
絡
に
巾
怖
を
訴
へ
隣
藩
を
L
て
間
接
に
意
の

存
す
る
所
を
刷
団
法
せ
し
h
u
る
も
の
で
あ
る
、
所
前
越
境

も
之
に
扇
し
、
百
姓

ω閤
健
的
他
傾
逃
散
も
そ
の
一
一
相

ピ
レ
ふ
副
が
出
家
千
三
第
三
は
最
高
支
配
者
た
る
幕

府
仁
制
却
す
る
越
訴
で
ゐ
る
。
之
は
国
よ
内
幕
府
の
重
き

祭
制
で
あ
っ
た
が
、
最
も
多
(
行
は
れ
た
も
の
で
あ

る
o

幕
府
に
掛
す
る
越
訴
を
な
し
た
る
も
の
は
死
を
以

1
剖
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
号
れ
が
領
主

ω
税
政
を

訴
ふ
る
も
の
で
ゐ
っ
た
場
合
に
は
大
低
成
功

t
、
事
情

に
よ
っ
て
は
領
主
は
そ
の
封
を
朱
ひ
、
又
は
凶
替
を
命

体
)
ら
れ
た
こ
己
も
屡
々
あ
っ
た
。
札
弾
方
法

E
L
て
は

有
力
な
る
も
の
、
一
つ
で
あ
る
。

=一

幕
府
が
最
高
支
配
者
ご
し
て
地
方
領
主
に
制
到
し
、
任

免
則
捗
の
維
を
有
し
て
ぬ
た
結
果
、
私
傾
向
民
民
が
傾
+
土

の
批
政
に
関
し
て
幕
府
に
越
訴
L
た
場
合
は
甚

r多
ν

(
第
六
掠
ご
ニ
三
)

第
二
十
三
巷

。



雑

録

制

主

錦

部

白

峰

民

騒

動

第

二

十

一

一

一

在

(

第

六

批

が
、
幕
府
そ
の
も
の
、
施
政
、
叉
は
世
間
置
じ
劃
し
て
回
却
が
、
之
は
そ
れ
自
身
蛍
時
の
大
量
な
刑
曾
問
題
で
あ
っ

議
を
明
へ
反
抗
し
た
場
合
も
あ
る
。
助
郷
役
の
重
課
や
た
計
h
で
な
(
、
百
姓
一
授
の
如
き
騒
動
に
謝
L
て
密

苛
駄
な
る
検
地
な
ど
が
原
因
ご
な
ち
て
越
訴
せ

L
は
之
一
時
な
関
係
め
る
仁
徴
し
て
も
徳
川
時
代
の
恥
曾
接
選
ぞ

れ
で
ゐ
る
。
而
て
幕
府
仁
一
謝
す
る
私
傾
農
民
の
反
抗
ご
一
考
察
す
る
上
に
大
な
る
意
義
を
有
す
o

之
は
恰
も
今
日

L
て
段
も
注
目
す
べ
き
は
、
幕
府
が
私
領
々
主
の
岡
除
一
の
多
〈
の
知
識
階
級
に
扇
す
る
人
々
が
資
本
家
た
ら
ん

又
は
樽
封
セ
命
じ
た
る
ニ
ご
に
蹴
を
畿
し
た
る
農
民
の
一
吉

Lτ
失
敗
せ
し
も
の
、
又
は
資
本
主
義
的
組
織
に
包

騒
動
工
あ
る
o

側
主
の
岡
除
又
U
暢
封
が
今
日
の
行
政
工
務
せ

ιれ
F
b
L翁
め
仁
、
却
て
資
本
主
義
的
組
織
そ

官
や
曾
枇
負
山
失
業
や
時
任
ご
そ
の
枇
曾
的
重
要
さ
に
一
の
も

ωを
打
破
せ
ん
ご
す
る
蓮
爾
仁
摩
加
す
る
も
の
、

於
JL
比
一
峡
し
得
べ
か
ら
古
る
も
り
で
ゐ
る
こ
さ
は
賛
言
一
甚
に
多
吉
正
相
通
守
司
令
駄
が
め
る
。
最
近
鹿
島
高
師
の

を
要
し
な
い
ら
父
子
相
似
へ
て
敏
代
の
長
き
仁
豆
ち
位
二
柴
田
文
事
士
が
牢
人
問
題
的
研
究
を
畿
表
せ
ら
れ
つ
、

み
な
れ

L
故
郷
を
は
な
れ
て
他
領
に
大
衆
移
民
を
な
す
て
あ
る
は
最
も
喜
ば
し
い
こ
ピ
で
あ
る
。

も

ωで
あ
る
か
ら
、
武
士
仁
於

τは
勿

論

、

た

ご

ひ

軍

一

四

闘
L
反
抗

L
乍
ら
も
仰
統
的
主
従
凱
に
捉
は
れ
た
る
農
一
岡
除
の
際
に
於
け
る
失
業
武
士
郎
も
浪
人
が
幕
府
の

民
げ
と
も
じ
も
、
哀
惜
山
情
E
不
安
の
戚
を
生
せ

L
め
、
十
蕗
置
に
封
L
イ
し
反
抗
す
る
こ
ご
は
常
然
の
こ
正
で
あ
っ

飢
内
の
動
揺
を
惹
越
ー
し
た
場
合
が
多
い
。
殊
に
闘
除
に
↑
て
、
城
あ
り
渡
し
の
節
仁
は
如
何
な
る
駿
勘
が
勃
愛
す

よ
っ
て
武
士
が
そ
の
封
蔽
を
大
ふ
に
至
つ
て
は
、
多
数
一
る
か
も
知
れ
ぬ
の
で
、
幕
府
は
白
ら
矢
面
に
立
た
や
'
し

の
武
士
は
突
如
ご
し

τそ
の
生
活
を
脅
か
き
れ
、
百
姓
一
て
多
〈
の
隣
諸
を
し
て
立
合
の
上
そ
の
引
渡
の
手
絞
を

に
も
な
れ
宇
、
町
人
に
も
な
れ
宇
、
諸
国
を
流
放
し

τ
一
な
き
し
む
る
を
常
正
し
た
o

併
L
私
が
今
本
羽
仁
一
於

τ

抽
出
入
ピ
な
ら
F
る
を
得
な
か
っ

k
。
之
等
の
浪
人
問
題
述
べ
よ
う
己
思
ふ
の
は
‘
芝
等
の
失
業
武
士
の
反
抗
で

u従
来
卒
者
川
町
紛
b
控
目
し
な
か
っ
た
こ

Z
で
あ
る
は
な
(
、
失
業
武
士
に
よ
っ
て
今
迄
支
配
せ
ら
れ
て
民

一
三
回
)

() 

同



た
農
民
共
が
幕
府
に
岨
到
し
て
反
調
運
動
を
な
し
た
場
合
じ
て
、
常
に
同
定
数
科
書
に
も
牧
む
吋
き
も
の
で
ゐ
る

に
就
い

τで
あ
る
o

か
(
の
如
き
闘
除
又
は
樽
封
の
際

E
述
べ
て
居
ら
れ
た
。
民
近
安
倍
氏
は
東
京
で
ラ
デ
オ

に
起
っ
た
百
娃
一
撲
も
少
f
は
な
い
で
あ
ら
う
が
、
従
一
放
逸
迄
せ
ら
れ
た
ご
い
ふ
有
慌
で
あ
る
。

来
最
も
よ
〈
世
間
に
知
ら
れ
て
居
る
の
は
、
初
州
鶴
ケ
一
幕
末
仁
於
て
封
建
制
度
が
成
熟
刷
壊
的
域
に
迭
『
る

附
の
城
主
酒
井
氏
が
天
保
十
一
年
越
後
長
岡
に
鱒
封
を
一
ゃ
、
騒
乱
相
次
ぎ
下
勉
上

ω勢
甚
し
き
時
に
方
b
、
領

A
W
静
ら
る
、
ゃ
、
領
民
等
血
中
つ

τ之
に
反
品
到
し
、
数
回
一
民
が
一
大
岡
結
を
な
し
、
二
百
年
家
主
従
の
契
ゐ

h
L

に
亘

b
江
戸
に
於
て
直
訴
を
企
て
、
叉
水
戸
一
公
に
直
訴
一
領
主
の
轄
封
を
惜
L
み
て
、
之
が
引
き
止
め
を
な
苫
ん

を
な

L
、
遂
に
縛
封
命
令
を
撤
凶
せ
ー
し
め
た
る
所
繭
朝
刊
一
千
し
・
死
を
決
し
て
江
戸
商
訴
を
な
し
、
長
き
に
一
旦
つ

州
庄
内
愁
訴
騒
動
で
あ
る
。
之
に
つ
き
て
は
先
仁
本
誌
一
て
秩
序
正
し
〈
運
動
を
絞
げ
た
る
貼
は
、
主
従
情
誼
の

上
仁
於
て
報
道
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
東
京
時
事
一
貼
よ
り
一
式
ふ
色
、
亦
運
動
過
桂
よ
・
9
見
る
も
、
大
に
掬

新
報
刷
の
安
倍
季
雄
氏
及
び
山
形
腕
飽
海
部
の
石
垣
吉
-
す
べ
き
人
間
味
を
存
し
、
美
奉
己
い
ひ
義
血
平
ご
い
w

ふ
も

六
郎
民
は
拙
稿
を
関
誌
せ
ら
れ
数
次
こ
の
問
題
に
閲
L
一
敢
え
て
憾
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
か
、
る
主
従

τ懇
切
な
る
敬
一
本
を
典
へ
ら
れ
た
o

石
垣
氏
は
こ
の
一
一
的
情
誼
の
畿
露
が
一
の
運
動
己
な
っ

τ現
は
れ
た
の
は

挨
の
首
謀
者
の
子
孫
に
し
て
、
加
先
の
功
績
を
体
へ
ん
一
決
し
て
柴
内
務
計
h
で
は
な
い
、
他

ω務
に
於
て
も
ゐ

が
勉
め
に
熱
心
に
之
が
文
献
を
蒐
集
中
古
の
こ

Z
で
あ
一
っ
た
事
柄
で
あ
る
。

る
o

叉
岡
氏
以
忍
が
留
事
不
在
中
に
品
開
表
せ
ら
れ
た
角
一
五

闘
賞
夫
氏
の
「
荘
内
部
輔
剥
事
件
の
賞
際
ど
意
義
」
、
佐
一
そ
の
例
正
し
て
先
づ
元
秘
五
年
入
月
飛
弾
高
山
城
主

川
臨
風
氏
り
「
天
保
快
血
中
の
魁
文
隣
和
制
Z
石
垣
兵
蔵
」
一
金
森
頼
背
の
出
湖
上
山
へ
の
鱒
封
事
件
を
血
中
げ
よ
う
、

な
る
小
冊
子
を
も
贈
興
せ
ら
れ
、
こ
の
事
件
は
か
の
佐
金
森
氏
が
何
故
に
樽
封
を
命
壱
ら
れ
た
か
は
明
か
で
な

倉
騒
動
、
赤
穂
義
士
ピ
共
に
徳
川
時
代
の
三
大
義
感
仁
い
w

が
、
そ
の
傾
内
に
金
銭
山
が
あ
っ
打
い
の
で
之
を
幕
府

領

主

踏

議

内

農

民

騒

融

制

(

都

大

観

一

己

一

石

)

雑

鍛

第
二
十
三
春

O 

E 

一ー



雑

領

主

擁

護

白

農

民

騒

動

の
手
に
牧
め
る
勉
め
で
め
っ
た
ら
し
い
。
金
森
氏
の
酬
明

封
の
こ
ご
が
傍
へ
ら
る
、
ゃ
、
領
内
不
穏
の
一
形
勢
が
あ

っ
た
吉
見
え

τ、
同
月
四
日
領
主
畿
駕

ω際
に
百
姓
等

が
見
透
E
裕
し
て
集
合
す
る
事
を
禁
じ
、
且
つ
出
火
等

な
き
様
取
締
る
吋
き
こ

t
e伊
命
じ
た
。
真
に
八
月
七
日

領
下
三
郡
の
百
姓
は
歎
願
書
を
呈
出
し
た
の
で
ゐ
る

が
、
*
官
時
備
は
幕
府

ω統
制
カ
が
強
大
で
あ
っ
て
、
農

民
の
一
片
の
歎
願
書
に
よ
っ

τ、
領
主
を
引
き
止
め
る

こ
E
は
問
来
な
か
っ
た
。
領
主
出
駕
の
節
は
何
等
騒
援

も
な
(
、
無
事
に
城
は
明
け
渡
色
れ
た
。

穴

第
二
の
例
は
一
冗
蔽
十
一
年
入
月
踊
山
務
戸
水
野
氏

(
域
十
)
閥
除
の
際
に
於
り
る
騒
動
で
あ
る
。
元
誠
十

一
年
五
月
側
主
水
野
勝
本
天
死

Lτ
嗣
子
な
く
、
務
士

等
色
を
失
ふ
。
幕
府
は
水
野
勝
成

ω末
子
勝
忠
の
二
男

勝
直
の
嫡
子
数
馬
を
新
知
一
高
-
A
t
L
、
江
戸
屋
敷
及

び
踊
山
城
の
引
渡
を
命
宇
o

藩
士
康
岡
山
時
惣
右
衛
門
、

伊
吹
助
之
進
等
は
、
感
流
数
百
岬
を
立
つ
る
こ
ご
に
反
掛

し
、
番
頭
水
野
苧
内
の
嫡
孫
内
臓
之
進
を
立
つ
ぺ
言
で

あ
る
E
主
張
し
、
若
し
こ
の
主
張
容
れ
ら
れ
す
ん
ば
、

~I 

(
第
六
腕
一
三
六
)
一
O
一六

城
を
枕
に
討
死
す
ぺ
し
ご
、
大
事
に
及
ば
ん
Z
し
た
。

家
老
水
野
玄
蕃
百
方
之
が
鎮
撫
に
カ
め
化
。
然
る
仁
傑

内
の
百
姓
等
之
を
聞
き
て
大
に
憤
っ
た
。
家
老
の
分
際

Z
し
て
空
[
(
城
を
明
村
渡
す
ご
は
忠
恩
で
あ
-bJ

卑
怯

で
あ
る
。
務
副
肌
水
野
勝
成
一
公
は
兵
馬
的
問
に
大
功
を
建

て
そ
の
恩
賞
ご
し
て
一
服
山
制
十
高
石
を
受
封
し
、
然
か

も
舗
内
は
踊
島
正
則
の
暴
政
に
よ
っ
て
疲
弊
し
て
ゐ
た

の
を
踊
山
に
大
城
を
築
き
善
政
を
布
き
た
る
が
故
に
今

日
を
致
し
た
の
で
ゐ
る
o

天
下

ω
誌
に
よ
っ
て
封
を
減

吟
ら
る
、
は
詮
な
き
事
で
あ
る
が
、
せ
め
て
封
土
は
奮

繭
山
傾
に
於
て
下
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o

若
し
こ
の

要
求
が
容
れ
ら
れ
な
り
れ
ば
、
城
隣
市
升
残
ら
や
焼
、
き

梯
ひ
一
冗

ω荒
野
正

L
1
返
上
す
べ

L
E
極
言
す
る
も
の

も
あ
っ
た
。
叉
嘗
て
奥
州
相
川
家
刊
は
落
せ
ん
正
す
る
や

領
内
の
村
役
人
等
江
戸
に
直
訴
l
t
相
馬
家
の
安
泰
を

得
た
事
例
も
あ
る
か
ら
、
側
内
の
虫
正
二
百
三
十
人
は

幕
府
に
直
訴
す
る
に
如
か
す
正
な
L
、
傾
内
農
民
等
血
中

τ稲
山
城
下
に
押
し
ょ
せ
た
。
併
し
乍
ら
務
常
局
者
は

必
死

ω努
カ
に
よ
っ
て
暴
動
に
歪
ら
し
め
な
か
っ
た
。

農
民
の
要
求
は
遂
仁
逮
せ
ら
れ
す
、
七
月
二
十
四
日
よ

第
二
十
三
巻

ヨ岐阜県最大野郡史巾寄ー、ニ頁

米 j 蹴品腕嗣限郡誌，_0九頁、刷山田今昔ニニ~j



b
八
月
四
日
迄
仁
家
中
尿
敷
の
附
波
あ
り
て
、
食
封
を
た
場
合
が
多
い
o

例
へ
ば
右
に
述
べ
た
品
川
弾
地
方
に

L

失
ひ
し
武
士
は
離
散
し
た
o

入
月
十
三
日
仁
は
尼
ゲ
附
/
し
も
、
踊
山
側
に
し
て
も
苫
う
で
ゐ
る
o

之
に
反
し
庄

城
主
青
山
幸
督
、
旅
本
別
所
孫
右
術
門
、
今
治
側
主
松
一
内
務
の
愁
訴
脳
動
は
成
功
し
た
。
ぞ
れ
は
騒
動
が
軌
槻

一
宮
北
陣
、
三
和
判
一
城
主
浅
野
長
壁
す
立
合

ω
上
特
備
も
の
一
に
し

τ
H
つ
大
規
模
で
あ
っ
た
一
帯
も
附
係
が
め
る
が
、

l

、L〈
人
心
陶
然
た
る
間
に
械
は
開
波
さ
れ
た
己
い
一
幕
府
の
統
制
力
が
弛
緩
し
て
局
記
事
、
拡
府
内
命
令
に

ム
。
又
一
方
に
於
て
は
代
宮
山
本
拠
右
術
門
、
宍
倉
興
一
非
理
の
潜
ん
で
ゐ
た
こ
ぜ
が
興
っ
て
力
め
る

t
m
u
ふ。

兵
術
、
品
川
州
市
郎
術
門
の
三
人
は
領
内
の
年
-Mを
股
絡

に
徴
牧

L
た
の
で
、
農
民
等
大
に
之
を
怨
み
、
水
野
氏

の
善
政
を
追
慕
し
た
ご
い
ふ
。
常
時
此
の
三
氏
を
怨
み

τ、
「
山
本
よ
ち

L
、
「
ら
鷲
の
柵
恨
み
い
と
り
、
仙
川
り
洲
に

FL
沈
む
毛
剤

L
t
い
ふ
落
首
が
あ
っ
た
。

ヒ

向
は
こ
の
他
に
も
雌
別
を
情
[
み
て
・

Mm主
を
擁
謎
一

せ
ん
が
潟
め
に
、
幕
府

ω命
じ
た
る
時
刻
又
は
附
除
に

反
劃
L
t
農
民
的
騒
援
し
た
る
場
合
も
少
〈
な
い
γ

で
あ

ら
う
。
同
よ
り
首
都
府
的
統
制
力
の
強
大
な
る
限
h
r
H
州

共
が
如
何
に
一
以
割
L
て
も
、
を
の
円
的
を
到
注
す
る
こ

ぜ
は
閃
雛
で
あ
っ
た
正
思
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
民
意
に

反
す
る
鴨
封
又
は
凶
除
的
行
は
れ
た
地
方
仁
於
て
は
、

後
じ
な
っ

τ新
し
き
側
主
の
下
に
一
日
姓
一
授
が
銅
後
L

統
計
折
穂
抄

鞍

株


